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支え合いながら
避難生活と復旧活動

１．電気も復旧していない大槌に、幾度となく雪が降り積もった
２．被災直後の対策本部。狭い部屋の中、報告や指示の声が飛び交う
３．中央公民館窓口には、安否確認などで連日人があふれた

４．ライフラインが未復旧の中、共同の炊事場を作り協力しあう避難者
５．寒さをしのぐため、集めてきた廃材を燃やして暖をとる
６．共に助け合いながらの避難所暮らしは、８月まで続いた
７．電気は当分の間使えず、避難所では発電機が活躍した
８．避難者独自に風呂を作った避難所も。自らで環境を作り上げていった
9,10．復旧と同時に海中の捜索活動も行われた。中には被災時刻で止まった時計も
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